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１．序 文

本論文ではグローバル化と文化的財の国際貿易に関する実証的分析を行う。
本論文ではまず，グローバル化の定義と分類について明確にする。つぎに，文
化的財の需要における経済学的性質について検討する。その後，UIS.Stat等の
統計データを用いて，文化的財国別および分類別の推移の推移に関して検討す
る。最後に，文化的財のデジタルデータ化とインターネットに代表される情報
化の文化的財への影響について検討する。

２．グローバル化の定義

グローバル化と文化的財の国際貿易を検討するに当たり，まずグローバル化
の定義について検討する。グローバル化という用語は様々な社会的，文化的，
経済的活動において用いられ，その意味は使われる文脈に依存する。そこで，
定義の代表例１を挙げる。

国を超えて地球規模で交流や通商が拡大すること。世界全体にわたるよう
になること。

カックレインとペインは，グローバル化の最も顕著な特徴あるいは概念を以
下の４項目にまとめている２。

１ 岩波書店 広辞苑（第六版）より。
２ 「グローバル化する社会」（デヴィッド・ヘルド編『グローバル化とは何か』）

第１章より。
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１）社会的諸関係の拡張：社会における文化・経済・政治の過程が国民国家の
境界線を越えて拡張し続けており，ある場所で起こったことや決定が他に重
大な影響を及ぼす。大陸を超えた諸関係や隣接する国家間の相互関係が形成
され，地球全体に広がっていることを指すと言える。

２）フローの強化：社会的諸関係の拡張は，国民国家を超えた相互作用と相互
関連性のフローおよびネットワークの強化と結びついていると思われる。

３）相互浸透の強化：グローバルな相互作用の規模が広がり，強度が強まるな
かで，ローカルなものとグローバルなものとの相互浸透も深くなり，文化と
社会が，グローバルな次元だけでなくローカルな次元でも他の文化や社会と
直面するようになる。

４）グローバルなインフラストラクチャ：国民国家の境界を越えた相互関連化
は，個別国民の規制と統制のシステムの外部で作用しており，情報とコミュ
ニケーションの技術によって，グローバル市場の成長を支える相互作用のイ
ンフラストラクチャが整えられる。国民国家はこうした市場の裁量に委ねら
れ，市場は構造的に強力に作用する中で，国民国家の政治的選択肢は厳しく
制限されることになる。

３．文化と財・サービスの再整理

３．１．文化の定義
次に，文化の定義について検討する。まず，既存の文化の定義について挙げ

てみる。
定義１：社会を構成する人々によって習得・共有・伝達される行動様式ないし

は生活様式の総体。言語・習俗・道徳・宗教，種々の制度などはその
具体例。

定義２：学問・芸術・宗教・道徳など，主として精神的活動から生み出された
もの。

定義１はある集団に共有される態度や信念，慣習，習慣，風習などを表す３。
集団は，政治や地理，宗教，人種その他によって区分される。この文化の解釈

３ 定義１は，人類学者Edward Tylorが“Primitive culture”（１８７１）で定義した
「文化」の定義をほぼ踏襲している。
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は，経済実績における文化の役割や経済発展と文化の関係を検討する目的では
有用である。

定義２は機能的な方向づけを持っており，人間生活における知的，道徳的，
芸術的側面をともなって行われる人々の活動や，その活動が生み出す生産物を
表している。この定義の「文化」は，関連する活動を客観的に定義でき，三つ
の性格が示唆されている。第一に，関連する活動は，それらの生産に於いて何
らかの創造性を含んでいる。第二に，関連する活動は，象徴的な意味の生産や
コミュニケーションに関係する。第三に，関連する活動から生み出される生産
物は，少なくとも潜在的には，ある種の知的財産を含んでいる。

次に，２つの定義の関連について考えてみよう。本章では，定義２の「宗
教・道徳」の一部を，社会を構成する人々によって習得・共有・伝達される行
動様式ないし生活様式の要素と見なして定義１に含め，これを定義１′としよう。
また，定義２のうち定義１′の下で精神的活動から生み出される産出物を定義３′
としよう。そうすると，定義１′から定義２′，定義３′，と分けることができて，
これらの間で図１のような相互関係に分ける事ができる。

社会を構成する人々によって習得・共有・伝達される行動様式ないし生活様
式の要素（定義１′）の下で精神的活動から生み出された生産物（定義２′）を生
産するためには，定義１′の下で日常の生活を過ごし行動をするために需要され
る財・サービスが必要である。生活・行動するために需要される財・サービス
をそこで定義１′と定義２′の間に設定する。

このような「文化」の定義の元で，本稿では定義３′の「文化的財」に関して

図１．「文化」の定義とその関係
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検討する４。文化的財は永らく研究の対象とされており，文化的財に関する統
計も国連教育科学文化機関５等によって体系立てて整備されている。以下では
文化的財に関する分類をUIS.Statの分類を元に採り上げる。

３．２．国際統計における文化的財の区分について
表１に，UIS.Statで統計の対象としている文化的財およびサービスを挙げる。
まず挙げられるのが，生の実演芸術など，ユニークで複製不可能という特徴

と持つ財である。Ｂ．実演と祝祭の上演芸術，Ｆ．デザインとクリエイティブ
サービスなどがこれにあたる。これらの財は国際貿易ではサービス貿易に相当
する。

次に挙げることができるのが，物体として存在するが，オリジナルにのみ価
値が認められる財である。Ｃ．視覚芸術工芸品中の絵画，彫刻などの美術品，
銀塩写真のオリジナルプリントなどがこれにあたる。

最後に挙げられるのが，文化的財として複製品がオリジナルと同等の価値を
認める財である。Ｄ．書籍と出版の印刷物，Ｅ．オーディオビジュアルとイン

４ グローバル化の中でSNSなどが文化経済に与える影響を考える時，文化的財の
ほかに，服装や食生活など定義２′に含まれる財・サービスは，「文化」に関する
検討の対象に値するだろう。

５ 以下，UNESCOと表記する。

表１．UIS.Statで統計の対象としている文化的財／サービス

Ａ．文化および自然遺産
・有形遺産 ・無形遺産 ・自然遺産 ・博物館
Ｂ．実演と祝祭
・上演芸術 ・フェスティバル／カーニバル
Ｃ．視覚芸術工芸品
・純粋芸術 ・写真・工芸 ・建設サービス
Ｄ．書籍と出版
・写真 ・図書館
Ｅ．オーディオビジュアルとインタラクティブメディア
・音楽 ・ビデオゲーム ・フィルム／ビデオ
Ｆ．デザインとクリエイティブサービス
・文化教育 ・ツーリズム ・デザインサービス
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タラクティブメディアの録音された音楽，録画された映画といった財がこれに
あたる。

４．ミクロ経済学から観た文化的財の特徴

国際貿易において，文化的財が一般的な財と性質が異なるかは興味深い問題
である。もし文化的財が一般的な財と性質が変わらないならば，一般的な財を
対象とした貿易理論を当てはめて説明することができる６。しかし，今までの
研究からは，国際貿易において文化的財は一般的な財とは異なるいくつかの性
質あるいは特徴を備えていると見なせる。

４．１．経験財
文化的財への需要の特徴の一つとして，文化的財の消費における中毒性（ad-

diction）が挙げられる７。文化的財は経験財（experience goods）の性格を備
えていることが多い。経験財とは購入前にはその財の評価が不可能であり，消
費をすることで初めて嗜好の形成（taste formation）が行われるような性格を
備える財を指す。経験財は，消費を重ねるに従って嗜好が形成されてゆき，そ
の財の消費の限界効用が増加していくと考えられる。上記の説明ではあまりに
抽象的なので，経験財が備える中毒性の例として音楽を考えてみる。

例：ヒップホップ
１９７０年代初めにアメリカ合衆国ニューヨークで生まれたヒップホップが

１９８０年代後半から９０年代初めに日本に本格的に持ち込まれた時，消費者に
は今まで聴いてきた音楽とは異質であるために，すぐには受け入れられな
かったはずだ。しかし，ラジオやテレビなど様々なメディアでくりかえし
流され，模倣や受容の形で日本人が作曲する音楽に取り込まれていった結
果，日本人はヒップホップに違和感を徐々に覚えなくなってゆき，今や日
本の音楽の１カテゴリーとして何の違和感もなく聴くようになっている。

６ 文化的財が一般的な財と性質が変わらないという主張としてSeaman（１９９２）
がある。

７ Stigler and Becker（１９７７）
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それでは，このような経験財は標準的な国際貿易の教科書の説明で説明可能
なのだろうか。もし可能ならば，どの程度まで説明可能なのだろうか。

経験財の消費の増大が増大するほどその経験財への需要が増加するという経
験財の消費の中毒性の性質は，消費資本（consumption capital）という概念を
用いて説明される８。Becker（１９９６）は消費資本を，個々人の過去の消費およ
びその経験財に関連する財の関連する財の消費に従って形成される個人的資本
（personal capital）と社会組織が他の個人の効用に影響を及ぼす社会資本（so-
cial capital）という２つの資本から構成されると説明をしている。そして，社
会資本のうち，個々人に影響を与える部分を文化資本（cultural capital）と呼
んでいる９。

Schulze（１９９９，２００３）は，文化的財の国際貿易において消費の中毒性が存
在して文化的財が普通の財とは異なる側面を備えているとした。国際貿易にお
いて文化的財に消費の中毒性が存在することから２つの含意が導出される。第
１に，外国から輸入される文化的財に対して，消費資本が十分に蓄積されるま
ではそれらの財が低く評価されると言う文化的割引が存在する。これは，文化

８ Stigler and Becker（１９７７）
９ Throsby（１９９９）

図２．需要曲線と供給曲線
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的財の国際貿易が，文化の近接さに依存するということになる１０。第２に，文
化的財の国際貿易は，現在の文化的財の貿易が過去の文化財の輸入に影響を受
ける履歴効果が見られる。これらの性質から，文化的財の貿易は文化的近接性
に関して正の関数であり，過去の文化的財の貿易に関してまた正の関数となる。

複製可能な文化的財に関してはCaves（２００２，２００３）が分析を行っている。
Cavesが分析対象とした映画制作には，制作に伴う様々なリスクの担保，制作
における高度な諸々の専門技術の開発，柔軟で短期的な雇用が重要だ。これら
の実現のために，供給において規模の経済が発生する。文化的財の需要の特徴
とともに西欧におけるアメリカ映画への集中の説明が行われている。これらの
説明にはスーパースター現象（superstar effect）を理解することが重要であ
る。スーパースター現象とは，才能が高い少数の生産者が生産する財が得る収
入が，才能の劣るその他の生産者が生産する財が得る収入よりもはるかに高く
なり，市場を支配する現象である。スーパースター現象は，需要側の選好の不
完全代替性と供給側の共同消費技術という２つの条件によって発生する１１が，
文化的財はこれら２つの特徴を備えている場合が多く，しばしばスーパース
ター現象が発生する。

最後に，特に映画や音楽CDのような複製可能な文化的財は，一度原盤を制
作してしまえば，複製によって同じ財を生産できる。このような産業では，原
盤から複製を生産して販売するほど利益が発生することになる１２。

５．文化的財の貿易の動向

次に，文化的財の国際貿易の状況を統計から検討する。まず，UIS.Statの統
計資料を用いて，全世界における文化的財の輸出入の推移を検討する。その後，
日本の国際収支統計を用いて，日本における文化的財の輸出入の推移を検討す
る。

１０ また貿易を行う両国において，文化的割引は非対称的であることも指摘され
ている。

１１ Rosen（１９８１）
１２ 規模の経済性。
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５．１．UIS.Statから見る文化的財の国別輸出
UIS.Statの統計資料を用いて，全世界における文化的財の輸出の推移を検討

する。この資料は２００４年から２０１３年までの範囲となる。
２００４年から２００９年までは，文化的財の輸出ではアメリカ合衆国が最も高い輸

出額を占めていたが，２００９年を境に中国の文化的財の輸出額が上昇を始め，
２０１０年以降最も高い輸出額を占めるようになる。中国は“Ｅ．オーディオビ
ジュアルとインタラクティブメディア”が全世界の５０％超，“Ｃ．視覚芸術工
芸品”が全世界の３３％，“Ｄ．書籍と出版”が１１％，“Ｆ．デザインとクリエイ
ティブサービス”が５．７％を占める。ちなみにこの時期に，日本は“Ｅ．オー
ディオビジュアルとインタラクティブメディア”の輸出額の増加が著しい。中
国およびアメリカに次ぐ文化的財の輸出国は，２００４年以来イギリスとドイツで
あったが，２００８年以降はインドが輸出額を伸ばし，この９年間で文化的財の輸
出は北米・ヨーロッパ主体からアジア圏に移り始めたことになる１３。

出典：The UNESCO Institute for Statistics,“THE GLOBALISATION OF CUL-
TURAL TRADE: A SHIFT IN CONSUMPTION International flows of cul-
tural goods and services２００４―２０１３,”

図３．全世界における文化的財の輸出額上位１０カ国
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５．２．UIS.Statから見る文化的財の国別輸入
２００４年から２０１３年にかけての文化的財の輸入では，文化的財の輸入では一貫

してアメリカ合衆国が最も高い輸入額を占めて続けており，年間の輸入額は
２５０億ドルから最も大きい年で３７０億ドル（２００７年）となっている。次いでイギ
リスが５０億ドル前後の輸入額を保っている。一方，文化的財の輸入額の伸びが
著しいのは中国，次いでスイスである。２００４年には，香港と日本が文化財の輸
入上位１０位に入っている。

これらより２００９年以降，文化的財は主に中国において生産・輸出され，アメ
リカ合衆国に輸入されていることが解る。

５．３．UIS.Statから見る文化的財のカテコリー別輸出
次に，全世界の文化的財の輸出における各財が占める割合を見てみる。
次に，２００４年から２０１３年にかけての全世界の文化的財の輸出を検討する。６

１３ ただし，この変化が一時的なものか恒久的なものかは現状ではわからない。

出典：The UNESCO Institute for Statistics,“THE GLOBALISATION OF CUL-
TURAL TRADE: A SHIFT IN CONSUMPTION International flows of cul-
tural goods and services２００４―２０１３,”

図４．全世界における文化的財の輸入額上位１０カ国
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つの大項目のうち一貫して“Ｃ．視覚芸術工芸品（視覚芸術と工芸品）の割合
が増加している。“Ｃ．視覚芸術工芸品”は，２００４年には世界的な文化的財の
輸出額の半分を占め，総額５１３億ドルとなり，このシェアは２０１３年までにはす
べての文化的輸出のうち７１％を占めている。

５．４．UIS.Statから見る文化的財のカテコリー別輸入
最後に，文化的財の輸入について検討する。２００９年のリーマンショック以降，

視覚芸術工芸品が占める割合が増加している。
これらの統計から・全世界の文化的財の貿易取引では視覚芸術工芸品が大き

な割合を占めている。・２００９年のリーマンショックを境にして，全世界の文化
的財の最大の輸出国は中国であり，輸入国はアメリカ合衆国である，という２
点が明らかとなる。

５．５．国際収支統計から見る文化的財の輸出入
次に，日本における文化的財の輸出入の状況について検討する。財務省が作

成している国際収支統計から，文化に関連するサービス収支とその内訳に関し
て掲載する。

表４に掲げたように，サービス収支のうち１４，文化的財に関連する項目は
⑴旅行 ⑵知的財産等使用料の中の著作権等使用料１５ ⑶音楽映像・関連サー
ビス ⑷その他個人・文化・娯楽サービスが該当する。
⑴ 旅行

３．２で挙げたＦ．デザインとクリエイティブサービス中でツーリズムがこの
項目に該当する。ある国の消費者が海外に旅行した際の宿泊費や，旅行先での
ショッピングが計上される。１９９６年の３兆５８８０億円の赤字から，年々赤字が減
少し，２０１５年には黒字へ転換している。また，世界経済フォーラム１６の「旅行・

１４ 「その他サービス」には文化的財に関連して明記した項目の他に，「建設」，「金
融サービス」，「通信・コンピュータ・情報サービス」，「その他業務サービス」，
「公的サービス等」，「委託加工サービス」，「維持修理サービス」が含まれる。

１５ 知的財産等使用料は，著作権使用料と特許権や商標権等の産業財産権使用料
で構成される。

駿河台経済論集 第２８巻第１号（２０１８）
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表２．２００９年のUNESCO FCS（文化貿易フレームワーク）に基づく，２００４年から２０１３
年までの文化財の世界的な輸出総額とシェア

輸

出

年

文化・
自然遺跡

上演芸術・祝祭
ビジュアルアー
ト・工芸品

書籍・出版物

オーディオビ
ジュアル・イン
タラクティブメ
ディア

デザイン・ク
リエイティブ
サービス

輸

出

年十億
ドル

シェア
（％）

十億
ドル

シェア
（％）

十億
ドル

シェア
（％）

十億ド
ル

シェア
（％）

十億ド
ル

シェア
（％）

十億
ドル

シェア
（％）

２００４ ２．５６ ２．３６ ２６．４４ ２４．３８ ５３．１４ ４９．００ ２０．６９ １９．０８ ５．３４ ４．９２ ０．２７ ０．２５ ２００４

２００５ ２．８７ ２．３９ ２８．７７ ２３．９８ ５９．６２ ４９．６９ ２１．７６ １８．１４ ６．７１ ５．５９ ０．２４ ０．２０ ２００５

２００６ ３．０７ ２．２８ ２８．９４ ２１．５２ ７０．００ ５２．０４ ２２．８５ １６．９９ ９．３９ ６．９８ ０．２６ ０．２０ ２００６

２００７ ２．８８ １．８６ ２６．８４ １７．３８ ８４．０８ ５４．４６ ２５．７２ １６．６６ １４．４７ ９．３７ ０．４２ ０．２７ ２００７

２００８ ２．８４ １．６４ ３０．４６ １７．６５ ９０．９１ ５２．６７ ２６．８９ １５．５８ ２１．０４ １２．１９ ０．４４ ０．２５ ２００８

２００９ ２．０５ １．３７ ２５．５８ １７．１４ ８２．３９ ５５．２０ ２３．３８ １５．６７ １５．４８ １０．３７ ０．３６ ０．２４ ２００９

２０１０ ２．４７ １．４９ ２８．９５ １７．４７ ９６．８２ ５８．４４ ２３．５０ １４．１９ １３．６６ ８．２５ ０．２７ ０．１６ ２０１０

２０１１ ３．０９ １．５５ ３０．３４ １５．１６ １２８．７９ ６４．３４ ２５．０６ １２．５２ １２．６７ ６．３３ ０．２２ ０．１１ ２０１１

２０１２ ３．５８ １．６７ ２５．４２ １１．８７ １４７．６９ ６８．９９ ２３．６３ １１．０４ １３．５３ ６．３２ ０．２３ ０．１１ ２０１２

２０１３ ３．７３ １．７５ ２１．７４ １０．２１ １５１．７７ ７１．３２ ２４．０６ １１．３１ １１．３１ ５．３２ ０．１９ ０．０９ ２０１３

出典：The UNESCO Institute for Statistics,“THE GLOBALISATION OF CULTURAL TRADE: A SHIFT IN
CONSUMPTION International flows of cultural goods and services２００４―２０１３,”

表３．２００９年のUNESCO FCS（文化貿易フレームワーク）に基づく，２００４年から２０１３
年までの文化財の世界的な輸入総額とシェア

輸

入

年

文化・
自然遺跡

上演芸術・祝祭
ビジュアルアー
ト・工芸品

書籍・出版物

オーディオビ
ジュアル・イン
タラクティブメ
ディア

デザイン・ク
リエイティブ
サービス

輸

入

年十億
ドル

シェア
（％）

十億
ドル

シェア
（％）

十億
ドル

シェア
（％）

十億
ドル

シェア
（％）

十億
ドル

シェア
（％）

十億
ドル

シェア
（％）

２００４ ３．２０ ２．８９ ２８．４４ ２５．６８ ４９．３１ ４４．５１ ２２．２８ ２０．１１ ７．３６ ６．６５ ０．１８ ０．１６ ２００４

２００５ ３．３２ ２．６６ ３０．８３ ２４．６６ ５７．５８ ４６．０５ ２３．８４ １９．０６ ９．２９ ７．４３ ０．１７ ０．１４ ２００５

２００６ ３．４９ ２．５８ ３１．３１ ２３．１６ ６２．０２ ４５．８９ ２５．４７ １８．８５ １２．７３ ９．４２ ０．１４ ０．１１ ２００６

２００７ ４．６８ ２．７６ ３１．６７ １８．６８ ７８．７５ ４６．４５ ２８．７４ １６．９５ ２５．４９ １５．０３ ０．１９ ０．１１ ２００７

２００８ ３．７０ ２．０４ ３４．９５ １９．２２ ７９．４２ ４３．６６ ３０．６２ １６．８４ ３２．９８ １８．１３ ０．２１ ０．１１ ２００８

２００９ ２．７３ １．９３ ２７．２１ １９．２２ ５９．０４ ４１．６８ ２５．９４ １８．３２ ２６．５６ １８．７５ ０．１４ ０．１０ ２００９

２０１０ ３．１５ １．９９ ３０．２２ １９．０７ ７５．２４ ４７．５０ ２６．３７ １６．６５ ２３．２４ １４．６７ ０．２０ ０．１３ ２０１０

２０１１ ５．００ ２．８９ ３１．５０ １８．１８ ９０．９５ ５２．５０ ２７．４９ １５．８７ １８．１５ １０．４８ ０．１４ ０．０８ ２０１１

２０１２ ４．７０ ２．７２ ２５．２５ １４．６１ ９９．４４ ５７．５２ ２５．６３ １４．８３ １７．６９ １０．２４ ０．１６ ０．０９ ２０１２

２０１３ ５．０３ ２．９９ ２３．３７ １３．８９ ９９．１１ ５８．８８ ２５．０５ １４．８８ １５．６０ ９．２７ ０．１６ ０．０９ ２０１３

出典：The UNESCO Institute for Statistics,“THE GLOBALISATION OF CULTURAL TRADE: A SHIFT IN
CONSUMPTION International flows of cultural goods and services２００４―２０１３,”

UIS.Statを用いたグローバル化と文化的財の国際貿易に関する実証的分析
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観光競争力指数」を見ると，日本は世界の中で９位に位置しており，特に自然
遺産，安全，公衆衛生と行った点で競争力を有しているとされる。
⑵ 著作権等使用料

３．２で挙げたＥ．オーディオビジュアルとインタラクティブメディア中で複
製品が文化的財としてオリジナルと同等の価値を認める財に関係して，ソフト
ウェア，音楽，映像，文学作品などを複製・頒布するための使用権料の支払い
がこの項目に計上される。現在ではソフトウェア関連の比率が大きい。著作権
等使用料は受け取りが１９９６年の４７９億円から２０１６年の２９９０億円に増加している
のに対して，支払いが１９９６年の６３７億円から２０１６年の１兆１６３３億円とともに増
加傾向であり，ネットの著作権等使用料は一貫して支払い超過である。
⑶ 音響映像・関連サービス

映画，テレビ番組，音楽録音の制作，演劇・音楽の公演，スポーツイベント
などに関連するサービス取引が計上され，３．２で挙げたＢ．実演と祝祭中の生
の実演芸術などに関連する。音響映像・関連サービスは著作権等使用料と異な
り，２０１３年以前は一貫した傾向が観察できず，２０１４以降，受け取り，支払いと
もに金額が増加傾向に移っている。またネットでは，２００８年まで７００億円台か
ら１０００億年台の支払い超過に推移していたのに対して，２００９年以降は３００億円
から６００億円の支払い超過である。
⑷ その他個人・文化・娯楽サービス

美術館・博物館などに関する取引が計上され，例えば３．２で挙げたＣ．視覚
芸術工芸品の中で純粋芸術や銀塩写真のオリジナルプリント，工芸といった美
術品を日本の博物館と外国の博物館で貸借したときこの項目に計上される。そ
の他個人・文化・娯楽サービスは，２００２年の２９７億円を除いては，１９９６年の１００
億円から２００４年の１１億円まで減少したのち，一貫して増加傾向にある。一方支
払いは，１９９６年の６８１億円から２００２年を境に減少し，その後は１００億円台から
３００億円台である。またネットでは，１９９６年の５７９億円の支払い超過から２０１１年
まで減少傾向にあったものの，その後は支払い超過が増加しつつある。

１６ https:／／www.weforum.org／
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６．文化的財のデジタル化とインターネット

６．１．文化的財の制作および頒布のデジタルデータ化とインターネット
現在では，写真，出版，音楽，ビデオと広い範囲の財がデジタルデータで記

録されている。そして，文化的財がデジタルデータで記録される場合，その財
は完璧な複製品を作ることが可能になる。インターネットの出現はパーソナル
コンピュータ１７やスマートフォンの出現と性能向上と相まって，デジタルデー
タ化された文化的財の公共財化に大きな影響を与えたと言っても過言ではない。
デジタルデータ化された文化的財を扱えるユーザーインターフェイスと処理速
度を備えたPCが出現したのは１９９０年以降である。２０００年代に入り，インター
ネットの利用について２つの著しい変化が現れた。一つは無線を通じたイン
ターネットへの接続が広く普及したことであり，もう一つはスマートフォン・
タブレット端末が出現したことである。無線を介したインターネット接続の上
でPCからスマートフォン・携帯端末に至るまでのデバイスが使われ，そのその
デバイスには様々な能力を付与されていった。この状況が成立したことでイン
ターネットはデジタルデータ化された文化的財の流通経路を確立したといえる。

６．２．インターネットの利用の推移
それではインターネットの利用形態はどう推移しているか。図５に２０００年か

ら２０１５年までのインターネットを含む情報通信技術の利用形態の推移を示す。
橙色がモバイルフォン端末の利用者数であり，灰色がモバイルブロードバン

ドの１００人あたり利用者数の推移である。インターネットの普及・整備と利用
する端末の開発を考えると，パーソナルコンピュータ（PC）とモバイル端末
を用いてインターネットの利用はごく短期間に普及したことが解る。

６．３．インターネットがもたらす外部性と（文化的）財への正の影響
２０１８年現在，世界はインターネットで覆われている。これは，従来の各種マ

スメディアだけではなく，SNSや動画投稿サイト上で個人が発信する情報が，
世界中に波及し影響を与えるようになったことを意味する。

１７ 以下PCと表記する。
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例：ハリウッド・スターとラーメン
数多くの世界的ヒット作に出演しているハリウッド・スターが，日本中

のラーメンを食べて回ることが大好きであり，日本に来るたびに様々な
ラーメン店に出没している。そのハリウッド・スターを目撃した人１８は
SNSで彼または彼女がとあるラーメン店に出没した記事を書くだろう。ハ
リウッド・スターが有名であればあるほど，その記事が外国のSNSに写真
ごと転載されるだろうことは想像に難くない。その記事を読んだことを
きっかけにSNSの読者である外国人はラーメンに興味を持ち，ラーメンを
食べるために日本を訪れ，今度はSNSの読者であった外国人がラーメンに

出典：ICT STATISTICS Home Page: Key ICT indicators for developed and de-
veloping countries and the world（totals and penetration rates）

図５．２００５年から２０１５年にかけての情報通信技術の成長（１００人当たり）

１８ その役者のファンや映画マニアでなくとも，おそらく書くだろう。
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はまってゆく。

上記の例え話は，「ハリウッド・スターとラーメン」を「ロックミュージシャ
ンと鯛焼き」と入れ替えても「ページビュー数が多いSNS記事を書く繰り返し
来日する外国人と彼または彼女が好きな自動販売機で売られるホットの缶コー
ヒー」と入れ替えても成立するだろう。経験財と中毒の説明は文化的財に限定
されるわけではないのである。

６．４．インターネットがもたらす外部性と（文化的）財への負の影響
デジタル化された文化的財が，書籍や１２cmの樹脂製のディスクといったメ

ディアで流通する限りは，この文化的財の取引は基本的なミクロ経済学で説明
できる。しかし，世界中に極めて低コストで瞬く間に情報を伝達できるイン
ターネットが出現して以降，メディアから剥ぎ取られたデジタル化した文化的
財がデジタルデータのみでインターネットを流通すると，この文化的財の性格
は大きく変わる。デジタルデータは原理的に完全な複製が可能だ。しかも複製
には金銭的費用は発生せず，複製の機会費用もほぼゼロである。

いったんメディアから剥がれ出したデジタル化した文化的財が流通し始める
と，デジタル化した文化的財は複製されてばらまかれることになる。この複製
され続け，多数の消費者が同時に消費するという状況は純粋公共財の性質を帯
びることになり，いわゆるフリーライダーが出現する。インターネットで流通
するデジタル化した文化的財に対するフリーライダーが増加する結果，文化的
財の金銭的対価が支払われなくなる状況が発生する事は，容易に想像できるだ
ろう。

７．ま と め

本論文ではグローバル化と文化的財の国際貿易に関する実証的分析を行った。
本論文ではまず，グローバル化の定義と分類について明確にした上で，文化的
財の需要における経済学的性質について検討した。このとき，文化的財は経験
的財の性質を持ち，文化的財の貿易は文化的近接性に関して正の関数であり，
過去の文化的財の貿易に関してまた正の関数となる。そして，UIS.Stat等の統
計データを用いて，文化的財国別および分類別の推移の推移に関して検討した。

駿河台経済論集 第２８巻第１号（２０１８）

６４



最後に，文化的財のデジタルデータ化とインターネットに代表される情報化の
文化的財への影響について検討した。

今後の課題としては，まず統計データについて有意な統計的分析を行うこと
が挙げられる。UIS.Statのデータ数では統計量を取ることができなかった。そ
こでUIS.Statをコンパイルする上で基となった統計データに遡り，十分なデー
タ数を確保した上で各種統計量や因果関係を検討したい。また各国間の文化的
財の輸出入に関しては，２００９年を境に状況が急激に変化しており，これはリー
マンショックとの関連性が考えられる。そこで，貿易モデルを構築した上で
リーマンショックの文化的財の輸出入に関する仮説検定を行うべきである。

更には，著者の元来の研究課題である３．１の定義２′に該当する財サービスに
関して実証的分析を行いたいと考えている。現在はUIS.Statのコンパイルする
上で基となった統計データに遡り，３．１の定義２′に該当する財サービスに関す
る統計データを取得することを模索中である。
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本論文は，筆者が分担執筆した「文化経済学：理論と実際を学ぶ（有斐閣近
刊）」から派生したものである。執筆にあたり様々なコメントを頂戴した，摂
南大学経済学部の後藤和子先生，名城大学の勝浦正樹先生に深く謝辞を申し上
げる。なお，本論文における誤り，主張の一切の責任は言うまでもなく筆者に
帰するものである。

駿河台経済論集 第２８巻第１号（２０１８）

６６


